
長野県様

2009年10月1日、長野県庁で、新しく生まれ変わった「長野県統合型地理情報シス
テム」の利用が始まった。2,500分の1相当の大縮尺地図を画面いっぱいに表示させ
て、長野県が保有するあらゆる情報を地図と結合し、事業計画の策定や緊急時の対
応策、また位置図の作成に活用できる。航空写真、衛星画像も利用できる。台帳に入
力してあるデータから住所情報を読み取り、正確かつ自動的に地図上へポイント表示
させるアドレスマッチング機能も便利だ。県職員の利用は、旧システムに比べて10倍
以上に急増した。しかも、機能が大幅に進化したにもかかわらず、システム導入と5年
間の維持にかかる総事業費は、旧システムの4分の3に削減された。この画期的な地理
情報システム刷新を実現したのが、NTTデータが提供する「Geogate（ジオゲート）」
である。

長野県
県庁所在地
面 積
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長野市大字南長野字幅下692番地2
13,562km²（全国4位）
215万2,362人（2010年4月1日現在）
長野県のキャッチフレーズは「つらなる つながる 
信州」。「日本の屋根」と呼ばれる雄大な山々に代
表される自然の豊かさと、８県と境を接する交流
の要という地理的条件を生かし、人と人の絆、地
域と地域のつながりを大切にし、県外や海外にも
開かれた意識を持ちながら、県民の知恵と力を結
集していきたいという思いが込められている。
http://www.pref.nagano.lg.jp/　  

大縮尺地図を業務に活用できる
環境を実現

　長野県が、地理情報システムの再構築を検討
し始めたのは、2008年秋のことだ。
　「以前のシステムは、操作性などにいくつかの
課題があり、使われる部署が限られがちでした。
1種類の小縮尺地図しかなく、しかもレスポンスが
良いとは言えなかったのです。また、画面の4分
の1の大きさでしか地図を表示できませんでし
た」と、長野県 企画部 情報統計課 電子自治体
推進係長の小林裕之氏は語る。
　県職員の利用頻度が低いのとは裏腹に、県民
向けに公開されている地理情報システムの利用
は増加傾向にあった。

　
　「そこで、県民への情報提供をよりタイムリーに
行うためにも、県で活発に利用されるシステムを作
りたいと考えたのです」と、長野県 企画部 情報
統計課 主任の神頭克実氏は説明する。
　旧システムは、5年前に構築したシステムであっ
たが、ユーザーインターフェースがWindowsと大
きく異なっており、情報登録などの操作をするに
は、マニュアルが欠かせなかった。

　登載していたのは、国土地理院の数値地図の
みだ。多くの県職員が1人1台のPC環境で、ポー
タルサイト等の地図サービスを日常的に利用する
ようになると、「大縮尺地図が欲しい」という要
望が高まってきた。
　長野県は、ゼンリンなどの民間企業が提供する
地図を利用して、低コストで大縮尺の地図利用を
実行することを決断した。また、県職員が作成し
た情報の一部は、県民がインターネット経由で利
用する「しんしゅうくらしのマップ」※でも活用する。
　「民間地図は精度が担保されていないとい
う欠点がありますが、県職員は参考資料として
活用すれば良いし、県民に公開する情報としては
むしろ生活に密着したわかりやすい目印が記載
されていたりして便利です」と小林氏。
　長野県は、大縮尺地図や航空写真を自由かつ
スピーディに操作できるという利点の方を重視し
た。その結果、地理情報を誰でも気軽に利用し
ながら業務効率を上げることのできる庁内環境
づくりに成功し、県民へのタイムリーな情報公開
も可能になったのである。

使いやすさで、庁内利用者が
10倍以上に急増

　現在、県職員のパソコンには、民間地図（長野
県全域の住宅地図と全国分の建物形状が入った
地図）と、国土地理院の数値地図が表示できる。
民間地図は、拡大すると、500分の1まで表示でき
る。航空写真、衛星画像の利用も盛んだ。
　地図上には、アイコン、線、図形、文字などを自
在に記入できる。点と点との距離や、多角形や円で
囲んだ部分の面積を計算することも容易である。
　また、地図の情報は、業務で使う台帳の情報

と双方向でリンクできる。
　たとえば、表計算ソフトに入力された施設の一
覧表に住所があれば、それを読み取って地図上に
マッピングして表示させることができる。これが「ア
ドレスマッチング機能」である。逆に、地図上に表
示されているシンボルを選び、住所や施設名などの
属性情報を表形式で一覧することもできる。しか
も、こうしたマッピング作業はわかりやすいウィザ
ード画面の指示に従っていけば誰でも簡単にでき
るため、マニュアルを調べる必要はまったくない。

　

　「大量データでもスピーディーに地図へ展開で
きる。更新するときも、アイコンデータを1箇所ず
つ修正するのではなく、最新情報へ正確かつ自
動的に一括更新できる。旧システムで、台帳を見
ながら、人の手で1点ずつ、地図上にシンボルを
入力していたのとは雲泥の差です」と神頭氏。
　新しい地理情報システムの構築効果は、利用
者の数の変化が如実に語っている。
　旧システムでは、県職員の利用は月平均276件だ
った。新システムは、サービス開始から6ヵ月間の月
平均が2,882件であり、10倍以上に急増したのだ。

※長野県「しんしゅうくらしのマップ」ホームページ
http://www.pref.nagano.lg.jp/kikaku/josei/gis/index.html

お客様事例

大縮尺地図を自在に利用できる「統合型地理情報システム」を構築。
県民サービスの向上、行政事務の高度化・効率化に大きな成果

長野県
企画部 情報統計課
電子自治体推進係長

小林 裕之氏

台帳の住所情報を読み取り、地図上にマッピング表示させることが
できる。地図上に反映された情報の凡例を表示することも可能。
また、チェックボックスで選択した情報を地図上に反映して閲覧する
こともできる。



各種地図情報の上に、さまざまな行政情報をレイヤとして載せて表示させる。背景図データ（民間地図、航空写真、衛星画像）は、データセンターで管理
しており、SaaS型サービスとしてインターネット経由で利用、長野県はハード管理・背景図データ更新を気にする必要がない。
庁内用レイヤは、外部からのアクセスが不可能な庁内サーバで管理している。県職員が庁内用レイヤを更新すると、オンラインでデータセンター内の公
開用GISサーバ群に反映が可能、タイムリーな情報公開ができる。

ビジネスソリューション事業本部　プラットフォーム&サービスビジネスユニット
クラウドサービス統括部
TEL.03-5251-9374　 E -mail：geogate@gis.bds.nttdata.co.jp
http: //geogate.net/（商品サイト）
http://www.nttdata.co.jp/services/casestudy/  （お客様事例） 2010.6

しかも、これまで利用していなかった部署から新
たに利用したいという申し込みが多数出ており、
今後さらに利用が拡大していく勢いである。

大縮尺地図の低コスト利用を可能に
したSaaS型地図情報サービス

　システム開発にあたっては、長野県が要件を整
理したうえで、プロポーザル方式による全国公募で
広くベンダーからの提案を求めた。そして、技術評
価委員会の審査で、長野県が要求する基準を満
たしていると評価され、採用されたのが、NTTデー
タの提案である。
　「『大縮尺地図を使う』という要件が、ベンダーに
とっては一番むずかしかったようです。大縮尺にな
るほど地図情報のコストがかさむため、『この予算
の枠内で2,500分の1レベルの地図は無理』と多く
のベンダーから言われました」（神頭氏）。
　なぜNTTデータは、低料金で大縮尺地図を提
供できたのだろうか。NTTデータには、「Geogate」
があるからだ。
　Geogateは、データセンター内にあらかじめ住宅
地図基盤を構築したうえで、それを必要とする複数
の自治体へ必要な地域の情報だけを提供する
SaaS型地図情報サービスである。したがって、長野
県という1つの自治体のためだけに地図情報を購
入し、運用・保守するコストに比べて、圧倒的に低い
コストで大縮尺地図を提供できる。
　SaaS型のもうひとつのメリットは、システムの構築
コストも低く抑えられることだ。利用料には、ソフトウ
ェアのバージョンアップ費用もあらかじめ組み込まれ
ており、バージョンアップ時期などを長野県が配慮

する必要はない。県のシステム管理者は、ハードウ
ェアの管理からも解放される。
　立ち上げ時に大きな予算を確保する必要がない
のもSaaS型のメリットである。
　さらに、初期導入費と毎月の運用費を合計した5
年分の総事業費が旧システムと比べると、4分の3
程度に減ることがわかった。大縮尺地図を使えるよ
うになり、機能は便利になって、しかも、経費は大幅
に削減できたのだ。

データ移行とカスタマイズを含めて
3ヵ月の短期開発

　「Geogateは、アドレスマッチング機能を筆頭に、
使いやすい機能がたくさんそろっていて、開発しや
すいSaaS型地図情報サービスでした」と神頭氏は
評価する。
　カスタマイズができるのも、Geogateの特長だ。長
野県では、セキュリティポリシーに沿ったID／パスワ
ード認証と権限設定のしくみを作ったり、アクセス件
数を中心とする管理情報を自動収集する機能を
追加開発した。情報登録の手順をわかりやすく誘
導するウィザード画面も、Geogateの標準機能に手
を加えて実現した。
　苦労したのは、旧システムに登録されていた情
報の移行である。新・旧システムともに、基盤地図の
上にさまざまな行政情報をレイヤとして載せて表示
させる形式になっており、旧システムには、約350レイ
ヤの行政情報があったのだ。
　NTTデータは、Geogateの機能を最大限に活用
しながらカスタマイズを行うと同時に、担当窓口であ
るNTTデータ信越と協力しながらデータ移行を進

めて、約3ヵ月という短期間で構築を完了した。
　「操作性や機能面でも、また費用面でも、当初の
想定以上に良いものができました」と神頭氏はにっ
こりする。

　

情報の一元管理は
「重複投資を避ける」ことにも貢献

　長野県統合型地理情報システムは、業務効率
向上、行政高度化、県民サービス向上など、さまざ
まな効果をあげている。今後も、土砂災害警戒区域
等のデータを登載したり、都市計画マスタープラン
の策定に分析機能を活用したり、「上水道管理シス
テム」をはじめ地理情報システムとの連携などを計
画している。
　「大縮尺であるため、ピンポイントで目的の場所を
正確に示すことができて、位置がずれません。つま
り、管理情報と地図のマッチングの精度が高いた
め、やり直しや確認作業が不要になりました。紙の
住宅地図を使わずに済むようになったことも、業務
効率向上に役立っています」と小林氏。そして、県
職員の利用が拡大し、情報更新が頻繁に行われ
るようになればなるほど、最新の情報が県民に公開
される環境も自然に形成されていく。
　また、情報が一元管理されたことで、複数の部署
で、同じような情報入力や情報更新の作業をする
こともなくなった。重複投資を避けることにも貢献し
ているのである。
　しかも、情報一元管理の相乗効果として、複数の部
署が管理する情報を重ね合わせて分析して、施策を
最適化したり、さまざまな複合条件を考慮しながら大き
な視点で全体を計画する作業がやりやすくなった。
　たとえば、土石流の被害が起きやすい区域と県
施設の場所を重ね合わせて地図表示させること
で、危険な区域に存在している県施設をひと目でチ
ェックできる。災害時の避難場所・避難施設と人口
密集状況を重ねて見れば、的確な緊急輸送道路
の検討にも役立てることができる。
　「今後も、施策の実効性を評価したり、最小の経
費で最大の効果を生む施策を検討するなど、行政
の高度化に向けて有効活用していきたい」と小林
氏は意欲的に語った。

長野県
企画部 情報統計課

主任
神頭 克実氏
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